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プロジェクト概要 
本プロジェクトでは、誤り耐性型量子コンピュータの全技術レイヤー

を包含した協調設計モデルを開発・拡張します。このモデルを用いて、

量子情報、コンピュータアーキテクチャ、および様々な物理系の研究者

が生み出す革新的なアプローチを統合し、2050 年までに大規模量子コ

ンピュータの実現を目指します。 

 

２０３０年までのマイルストーン 
誤り耐性型量子コンピュータを大規模化するためのハードウェア要

求性能を大幅に低減します。 

２０２８年までのマイルストーン 
多様なアプローチを提案し、それらが協調的に組み込まれた誤り耐性

量子計算の設計を提示します。 

研究開発体制 （2026 年 4 月時点） 

 

 

 
 
※理論研究の促進のため、各研究開発機関の所属メンバーは、上図の割

り付けの垣根を越えて、柔軟な発想で共同研究を行っています。 
 


